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 はじめに 
 

本報告書は、内閣府の平成 25 年度及び平成 26 年度の「環境経済勘定セントラルフレー

ムワークに関する検討作業」として株式会社エス・アール・シーが実施した研究成果のう

ち概説書部分を合体したものである。 

環境経済勘定セントラルフレームワーク（以下、SEEA-CF という。）は、国連統計委員会

（UNSC）が 2012 年に開催した第 43 回会議において、同委員会により条件付きながら国際基

準として採択された。これは環境経済勘定（以下、SEEA という）にとって初めての国際統

計基準であり、また、経済と環境の相互作用を理解し、環境資産ストックの蓄積及び変化

を説明するための多目的な概念的枠組みである。この SEEA-CF は、2009 年 2 月に国連よ

り 2008SNA が新たに勧告された折に、2008SNA に合わせて、環境経済勘定に関する専門家

委員会において検討されたものである。 

 

第 1 章では、SEEA-CF の策定に至る歴史的背景と環境指標開発における位置付けや我が

国における SEEA への取組みを概説し、最後に SEEA-CF の概要を説明する。第 2 章では、

SEEA-CF の勘定表にいて、勘定と表の種類、フローとストックの記録に関する枠組み、勘

定表等の様式、勘定の単位及び規則原則を概説する。第 3 章では、物的フロー勘定の概要、

枠組み、原則について概説する。第 4 章では、環境活動に係わる定義と分類、環境活動勘

定及ぶその他の環境関連勘定について概説する。第 5 章では、資産勘定の概要、構成、原

則について概説する。第 6 章では勘定の統合、物的データと貨幣的データの連結、集計値

と指標について概説する。最後に用語解説を掲載する。 

 

本調査研究を進めるにあたり、「環境経済勘定セントラルフレームワークに関する検討

作業」研究会の座長を務めていただいた早見 均教授（慶應義塾大学商学部）をはじめと

した研究会委員及びオブザーバーの各位から貴重なご意見と多大なご尽力をいただいたこ

とに、厚く御礼申し上げます。 
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